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22 23 24 25

81.0 82.0 83.0 85.0

76.3 77.8 77.5

- - 23.1 24.1

21.0 20.8 20.3

7.5 7.0 6.5 6.0

6.9 6.4 5.8

55 52 50 48

39 31 39（当市調べ）

79.2 79.2 78.9 79.4

78.9 78.7 78.4

62.9 63.1 63.3 63.5

68.7 68.7 74.2

1.74 1.77 1.80 1.83

1.96 1.90 1.88

1.74 1.77 1.80 2.00

1.96 1.90 1.88

取得方法 単位 目標

H19 H25目標

23.7 28.4

H22 H23 H25目標

206 255 255

　
　“赤ちゃんから高齢者まで”の命と暮らしの安心・安全づくりが充実し、市民が健康的な生活を送っています。

指標名 取得方法 単位 基準値
上段：年度別目標値
下段：年度別現状値

H24目標値
に対する
達成率

H25目標値
に対する
達成率

× －

① 健康だと思う市民を増やします。
市民評価
アンケート

％ 79.8 ×

業務取得 ％ 8.0 ○

－

②
各種がん検診受診率 平成21年度の基準値19.1％から5 ポイントアッ
プを目指します。

業務取得 ％ 19.1

○

④
自殺者数ゼロを目指します。ただし、計画期間では48 人以下としま
す。（内閣府 自殺総合対策大綱目標値に準じて設定）

業務取得 人 58 ○ ○

③
育児に自信がもてない人ゼロを目指します。ただし、計画期間では平
成21年度の基準値8.0% から2 ポイント減の6.0％とします。

○ ○

⑤
自立して生活できる高齢者の割合（身の回りのことが自分でできる
高齢者の割合）79.4％を目指します。

業務取得 ％ 79.2 ×

業務取得 ％ 1.71 ○

－

⑥ 生きがいを持っている60歳以上の市民を増やします。
市民評価
アンケート

％ 62.7

○

【参考】AP2013指標
一般の民間企業における雇用障がい者数の割合2.00％を目指します。

業務取得 ％ 1.71

⑦ 一般の民間企業における雇用障がい者数の割合1.83％を目指します。

H24目標値に対する達成率　○:目標を達成済み　×:目標を達成できない　－:判断できない
H25目標値に対する達成率　○:目標を達成済み　－:目標を達成できない・判断できない

関連指標名 上段：数値取得時期　下段：取得数値

生活に満足している障がい者を増やします。
独自アン
ケート

％
※AP2013では目標設定
を削除

障がい者就労支援事業の利用人数を増やします。 業務取得 人
※AP2013では目標設定
を削除

めざす姿 

めざす姿の達成状況を示す指標（数値目標など） 

約束５ 命と暮らしを守ります 
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目指す姿の達成状況を示す指標７項目について、平成24年度の目標値に対する達成率は「目標を達成済み」が４項目、「目標を達成できない」が３項
目となっており、達成率は高いといえない状況にあります。

　目標を達成していないのは、「①健康だと思う市民を増やします。」、「②各種がん検診受診率　平成21年度の基準値19.1から5ポイントアップを目
指します。」、「⑤自立して生活できる高齢者の割合（身の回りのことが自分でできる高齢者の割合）79.4％を目指します。」の３項目で、その理由
として、①は運動不足などの生活習慣が改善されていないこと、②は健康に対する市民意識が高くならないこと、⑤は介護を利用する人が依然として
増え続けていることによるものと考えられます。これらのことは、市民の健康に関する意識が希薄であることなどが原因として挙げられます。
　
　平成２４年度における指標のうち、市民評価アンケートによる、「⑥生きがいを持っている６０歳以上の市民を増やします」については、３年連続
して目標を達成しております。このことは、これまで続けている「ふれあい高齢者スポーツ」開催による、健康保持、生きがいづくりが定着されたこ
とによるものと考えられ、今後も目標値を維持できるよう事業を実施するほか、おたっしゃ健幸塾のヒロロでの開催により現状値のアップが期待でき
ます。
　また、業務取得による、「⑦一般の企業における雇用障がい者数の割合1.83％を目指します。」については目標を達成しております。これは、厳し
い経済状況の中、市内の企業において障がい者雇用についての理解が進み、雇用が継続されていることと思われます。「③育児に自信がもてない人ゼ
ロを目指します。ただし、計画期間では平成21年度の基準値8.0％から２ポイント減の6.0％とします。」については、目標を達成したと判断しまし
た。これは、妊産婦や乳幼児を持つ親への指導・相談体制の見直しなどの取り組みに加え、本庁での母子保健窓口のワンストップ化事業の定着による
ものと思われます。

　次に個別施策の実施状況ですが、「進捗率」では、１１項目中１０項目が「工程表どおり実施済み」となっており、「達成率」では、「判断できな
い」とした１項目を除いて、７項目が「目標を達成済み」、２項目が「概ね順調に推移」、１項目が「遅れている」となっております。

　施策の実施状況や指標全体の傾向と注目指標の達成状況等を総合的に勘案すると、生きがいを持っている60歳以上の市民は増加傾向にありますが、
その他の項目については、年度別の現状値が低下傾向にあることから、めざす姿の達成に向けては遅れていると考えます。

　このような状況を踏まえ、今年度も弘前大学寄附講座として「地域健康増進学講座」を開設していただき、健康啓発活動と合わせ健康づくりのリー
ダー養成に取り組みます。また、運動教室をヒロロでも実施し、仕事帰りでも気軽に運動できるよう環境を整備し、健康づくりに実践的に取り組む市
民を増やしていきます。また、健康ひろさきマイレージ制度の活用や節目の年齢の対象者に検診勧奨の個別通知をするなど啓発活動を積極的に行うほ
か、市町会連合会保健衛生委員会の活性化を図り、各種がん検診率の向上を目指します。これらの取り組みを通して、命と暮らしの安心・安全づくり
の充実が図られるよう努めてまいります。

約束全体の評価 
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事務事業数 進捗率 達成率

2 A A

4 A A

1 A C

1 A A

1 A A

3 A A

6 B B

1 A B

1 A A

1 A A

1 A －

項目

【健康づくりを推進するとともに、地域医療の充実を図ります】

○１　“医都ひろさき円卓会議”を設置し、医療機関のネットワークや救急医療体制を構築

●５　自殺予防など心の健康づくり・命の尊さ教育を実施

●６　がん検診の受診率向上運動の実施

●７　受動喫煙による健康被害を防ぐため、公共的施設での分煙と喫煙規制を強化

●８　インフルエンザなど児童の集団予防接種制度の検討

☆11　健康づくり事業( 健幸ひろさき創出事業)

【高齢者福祉を充実します】

○２　高齢者の健康診断受診率向上と介護予防事業への参加促進

●９　介護オンブズパーソンの認定による介護サービス相談体制の強化

●10　地域における高齢者と子どもの交流活動の促進（子育て支援センターで実施）

【障がい者福祉を充実します】

○３　障がい者への総合支援機能（ワンストップサービス）の提供

【母子保健福祉を充実します】

○４　母子保健福祉の総合支援機能（ワンストップサービス）の提供

進捗率　A:工程表どおり実施済み　B:概ね工程表どおり　C:工程表より遅れている　-:未着手

達成率　A:目標を達成済み　B:順調に推移　C:遅れている　-:判断できない

上段：年度別概算所要額（単位：千円）／下段：年度別決算額（単位：千円）

22年度 23年度 24年度 25年度

89,238 95,072 115,347 116,694

88,584 65,178 99,231

個別施策の実施状況 
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No. 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

0 1,070 1,045

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

1回 2回 2回

- １ １

0 10 0

今後の課題

事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

- 100% 100%

0 1,060 1,045

今後の課題

(2)救急医療体制の維持確保を
図る。
・二次救急医療機関の医療ス
タッフの負担緩和と受診機会充
実を図るため、在宅当番医に外
科系医療機関を確保する。

　休日在宅医診療を維持していくために、弘前市医師会へ協力を求めていく。

　青森県は平均寿命・健康寿命が最も短い県であり、弘前市はその一員でもあることから、今後の会議の方
向性として、「地域の健康レベル向上～健康長寿、健康増進」という、長期的テーマに沿って討議、意見交
換していくこととした。

平成24年度実施内容

(2)休日在宅医診療運営事業
（外科）

　平成24年度は外科系医療機関の休日在宅医診療を、年間を通して開設することができたことから、「工程
表どおりに実施済み」と評価した。

　休日当番医制度開設率100%を目標としており、年間を通して開設できたことから、「目標を達成済み」と評
価した。

目標

休日当番医制度　開設率　100％

決算額

平成24年度実施内容

(1)「医都ひろさき円卓会議」を設
置し、医療機関ネットワーク化・
救急医療体制の構築など、地域
医療の充実に関するテーマにつ
いて協議を行い、市の施策に反
映させる。

(1)医都ひろさき円卓会議運営
事業

　会議について年２回開催し、提言案件についても下記のとおり対応しているので、「工程表どおり実施済
み」と評価した。

　目標の「会議開催回数2回/年」については年２回開催し、「会議提案意見の中で、市施策に反映できた事
業数1事業/年」については、平成２３年度に提言のあった急患診療所への自家発電装置設置を行ったこと
から、「目標を達成済み」と評価した。

目標

会議開催回数 2回/年

会議提案意見の中で、市施策に反映できた事業数 1事業/年

決算額

項目 平成24年度実施内容

5-1
“医都ひろさき円卓会議”を設置し、医療機関のネットワークや救
急医療体制を構築

　施策を構成する２事業について、いずれも「工程表どおり実施済み」との評価になっていることから、施策
全体として、「工程表どおりに実施済み」と評価した。

　施策を構成する２事業に関する3つの目標についていずれも達成していることから、施策全体としても「目
標を達成済み」と評価した。

決算額
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No. 自己評価

進捗率

Ｂ

達成率

B

H22 H23 H24 H25

40,106 35,482 39,006

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

C

H22 H23 H24 H25

12.5% 14.0% 15.0%

20,246 26,722 28,688

今後の課題

進捗率

C

達成率

-

H22 H23 H24 H25

26.80 % 27.70 % 27.20 %

- - -

今後の課題 　地道なＰＲ活動を継続していくことで、制度への理解や浸透を深めていき、受診率の向上につなげたい。

　未受診者に対する訪問勧奨、主治医からの受診勧奨などの取組を強化し、受診率目標の達成を目指す
ほか、引き続き他都市の先進事例を研究する。

特定健康診査事業

　農業団体等と連携で出張健診を予定していたが、農業団体の都合により、平成25年度に延期となったこと
で「工程表より遅れている」と評価した。

　平成24年度までは受診率の目標を設定していなかったが、平成25年度は受診率29.0％を目標値として設
定した。参考値である平成24年度の受診率は27.20％であり、平成25年度の目標値には至っていない。

目標

【参考】国保の前期高齢者（65歳～74歳）受診率　29.0％

決算額

平成24年度実施内容

　高齢者の健康づくりを推進する
ために、次の取り組みを行う。

・高齢者の健診受診率向上に向
けて
(1)市が実施する健診の高齢対
象者に、個別通知及び町会を通
じて毎戸配布する。

(2)特定健診未受診の原因調査
を行い、受診率向上のための具
体的改善策に反映させる。

後期高齢者健診受託事業

　健診受診対象者 25,002人に個別通知（受診券を送付）した。また、町会を通じて、広報ひろさき4月1日号
と同時に毎戸配布（健康と福祉ごよみ）し、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　平成24年度の受診率目標27％に対して、実績は15％と、2年連続して増加したものの、目標達成に至らな
かったことから、「遅れている」と評価した。

目標

後期高齢者健診受診率　29.0％（Ｈ25）
23％（Ｈ22）、25％（Ｈ23）、27％（Ｈ24）

決算額

項目 平成24年度実施内容

5-2 高齢者の健康診断受診率向上と介護予防事業への参加促進

　施策を構成する6事業について、実施できなかったが1事業、「工程表どおり実施済み」が5事業との評価
になっていることから、施策全体として、「工程表どおりに実施済みで、一部が遅れている」と評価した。

　施策を構成する6事業に関する3つの目標のうち、後期高齢者健診受託事業に係る目標が達成できなかっ
たが、一次予防事業では市内３３の全地区で開催したこと、二次予防事業の対象者把握事業についても介
護予防事業参加者数が倍増していることなどから、施策全体として総合的に勘案し「概ね順調に推移」と評
価した。

決算額
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実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

B

H22 H23 H24 H25

18人 50人 110人

15,418 4,021 5,513

今後の課題

事務事業名 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

27回 33回 33回

4,442 4,739 4,805

今後の課題
　参加者数が減少傾向にあるため、新規参加者を獲得しつつ、継続して参加してもらえるようＰＲの強化と内
容の工夫を図る。

　平成２５年度は９～１２月生まれの方と、平成２４年度の介護予防事業参加者にも基本チェックリストを郵送
回収し、二次予防事業の対象者把握を行い、希望者へ通所等の介護予防事業の参加に結びつくようにす
るため、柔道整復師会に働きかけ実施場所の拡充に努めていくとともに、高齢者に対し介護予防事業の必
要性や具体的な内容について、広報ひろさきへの掲載やＰＲちらしを作成し、出前講座や各種会議におい
て介護予防事業の周知を図る。

平成24年度実施内容

一次予防事業

　平成24年度は、高齢者が継続しやすい運動内容を取り入れ、運動の必要性について普及啓発をした。複
数回の開催を希望する町会がなかったため、高齢者が集まりやすい会場にて複数回開催し、反復学習の機
会とした。計画していた事業内容を実施したことから「工程表どおりに実施済み」と評価した。

　市内全地区にて実施し、計画どおり33回開催したことから「目標を達成済み」と評価した。

目標

おたっしゃ健幸塾開催回数　33回 (H25)
　27回（H22）　29回（H23）　31回（H24）

決算額

平成24年度実施内容

・介護予防事業への参加促進

(3)65歳以上の要介護認定のな
い高齢者全員に3年間にわたっ
て基本チェックリストを郵送・回収
することにより、二次予防事業の
対象者把握を拡大し、通所型等
の介護予防事業の参加に結び
付ける。

(4)「おたっしゃ健幸塾」で実施し
ているスロートレーニングの更な
る普及啓発を図るため、複数回
の開催を希望する町会に講師を
派遣する。

二次予防事業の対象者把握事
業
通所型介護予防事業
訪問型介護予防事業

　平成24年度は、5～8月生まれの方に基本チェックリストを郵送回収し、二次予防事業の対象者把握を実
施した。その対象者のうち、110人に通所等の介護予防事業を実施したので、「工程表どおりに実施済み」と
評価した。

　通所型介護予防事業は従来デイサービスデンターで実施していたが、対象者の中にはデイサービスセン
ターに通うことに抵抗があるという声が聞かれることから、平成２４年１０月から通所型介護予防事業のうち筋
力向上トレーニング事業を、新たに１４カ所の整骨院又は接骨院等に拡充した。介護予防事業の参加者
は、平成22年度の18人から平成23年度50人、平成24年度は110人と倍々で増加していることから「概ね順
調に推移」と評価した。

目標

介護予防事業参加者数（通所型+訪問型）　200人 (H25)
　71人（H22）　95人（H23）　147人（H24）

決算額
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No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

4か所 4か所 6か所

事務事業名 20,400 20,475 31,475

今後の課題

No. 項目 項目 自己評価

進捗率

A

達成率

－

H22 H23 H24 H25

- 100% 100%

- 653 399

- 83 141

- 134 199

事務事業名 0 5,548 2,499

今後の課題
子育て支援課母子保健福祉窓
口業務体制強化

　駅前こどもの広場におけるワンストップ機能についても検討が必要と思われる。

目標

母子保健窓口業務のワンストップ化率 100%（H23.4）

赤ちゃん電話相談件数 700件/年

母子健康手帳交付件数 80件/年

妊婦窓口相談件数 120件/年

決算額

決算額

障がい者福祉相談支援事業
　障がい者のニーズや課題にきめ細かに対応し、適切な障がい福祉サービス等に結びつけるため、引き続
き障がい者への総合支援機能（ワンストップサービス）を提供する。

平成24年度実施内容

5-4
母子保健福祉の総合支援機能
（ワンストップサービス）の提供

　母子保健福祉の窓口サービス
の相談体制の充実を図るため
に、子育て支援課で次の業務を
行う。
・赤ちゃん相談電話を健康推進
課から移管
・母子健康手帳交付・妊婦窓口
相談など母子保健の一部業務
を子育て支援課でも実施
・乳幼児医療費給付事務を国保
年金課から移管
・乳児一般委託健康診査受診
票及び予防接種予診票綴を子
育て支援課でも発行
※母子保健の窓口業務を保健
センター及び子育て支援課が並
行して実施

　平成23年4月までに母子保健と児童福祉の窓口業務のワンストップ化を行い、市民の利便性向上と相談
体制の充実を図っている。
　赤ちゃん電話相談、乳幼児医療費給付事務を他課から移管済みであり、母子保健の窓口業務を保健セ
ンターと当課で並行して実施済みであることから「工程表どおりに実施済み」と評価した。

 平成24年度では目標を設定していないので「判断できない」と評価した。

平成24年度実施内容

5-3
障がい者への総合支援機能（ワ
ンストップサービス）の提供

　障がい者のきめ細かな相談支
援体制の充実・強化を図るた
め、現在４か所の相談支援事業
所から、主に知的障がい者及び
知的障がい児の相談業務を行う
相談支援事業所２か所増を図
り、障がい者の自立と社会参加
を促進させる。

　4月に、５か所と6月に１か所の相談支援事業所と委託契約を行い市内６か所体制とし、情報提供や様々な
相談対応等必要な助言を行ったことから、計画どおり「工程表どおり実施済み」と評価した。

平成２３年度の４か所から平成２４年度には６カ所体制とし、計画どおり進捗したことから「目標を達成済み」
と評価した。

目標

相談支援事業所数 6か所（H24）
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No. 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

1,378 3,454 2,901

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

－ 31人
39人（健康づく
り推進課調べ）

1,378 3,109 2,129

今後の課題

事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

51人 80人 64人

80人 120人 106人

59.00% 57.60%

345 247

今後の課題

目標
学級経営講座参加者数 60人（H25）
30人（Ｈ22）、40人（Ｈ23）、50人（Ｈ24）
性教育研修講座参加者数 75人（H25）
60人（Ｈ22）、65人（Ｈ23）、70人（Ｈ24）
電話「子ども悩み相談」事業周知率 50%（H25）
45％（Ｈ23）、48％（Ｈ24）

決算額

　平成23、24年度にモデル地区を選定して、「安心して暮らせる地域づくり事業」を実施してきたが、他の地
域へどのように介入していくか検討しながら進めていく。

平成24年度実施内容

(3)命の尊さ教育

　各講座とも、前年度の受講者によるアンケートに基づいた内容改善に取り組み、参加人数の増員を図っ
た。また、各種配布物やリーフレット等についても記載内容の改善に努めたことから「工程表どおりに実施済
み」と評価した。

　目標のうち各講座の参加者については、学級経営講座では64人と平成24年度の目標を上回り、性教育研
修講座も106人と目標を上回った。また、電話による「子ども悩み相談」事業周知率については、配布先の拡
大やポスターによる周知の効果もあり、暫定結果から「目標を達成済み」と評価した。

　各講座については実施後のアンケート分析による講座内容の工夫改善、カード、リーフレット、ポスター等
配布物についてはさらに記載内容の工夫と充実を図っていく。

(3)命の尊さ教育

・学級経営等の充実
・性教育の充実（H22まで隔年で
発行していた教師用「性教育の
手引」をH23から毎年発行に変
更）
・電話「子ども悩み相談」事業の
充実（電話相談カードとリーフ
レットの様式を改良するとともに、
新たにポスターを作成し、市立
小・中学校児童生徒、保護者に
配布）

決算額

平成24年度実施内容

　市民の心の健康づくりと命の尊
さ教育を推進するために、次の
取り組みを実施する。

(1)自殺対策緊急強化事業

(2)心の健康づくり事業

(1)自殺対策緊急強化事業
(2)心の健康づくり事業

　自殺対策緊急強化事業として、普及啓発事業、人材養成事業、強化モデル事業を行ったほか、心の健康
づくり事業として、こころの健康相談や講演会などを行い、予定してしていた事業をすべて実施したことか
ら、「工程表どおりに実施済み」と評価した。

　目標は「自殺者数48人以下（Ｈ25）としており、平成24年は39人（健康づくり推進課調べ）と平成25年度の
目標値を達成していることから、「目標を達成済み」と評価した。

目標
自殺者数 48人以下（H25）
55人（Ｈ22）、52人（Ｈ23）、50人（Ｈ24）

決算額

項目 平成24年度実施内容

5-5 自殺予防など心の健康づくり・命の尊さ教育を実施

　施策を構成する4事業について、いずれも「工程表どおり実施済み」と評価していることから、施策全体とし
ても「工程表どおりに実施済み」と評価した。

　施策を構成する4事業について、いずれも「目標を達成済み」と評価していることから、施策全体としても
「目標を達成済み」と評価した。
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実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

- - 16校

- - 37校

- - 525

今後の課題

No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ｃ

H22 H23 H24 H25

+1.9ﾎﾟｲﾝﾄ +1.7ﾎﾟｲﾝﾄ +1.2ﾎﾟｲﾝﾄ

 10万枚/年  10万枚/年  11.3万枚/年

事務事業名 180 197 388

今後の課題

巡回がん検診案内ハガキ送付数　 10万枚/年

決算額

がん検診受診推進事業
　がん検診受診により病気の早期発見早期治療につなげ、市民の健康寿命延伸を図るために、これまでの
啓発活動を継続するとともに、がん検診受診率向上のためのワーキングループで新たな取組について検討
していく。

　受講対象を保護者等に拡大するとともに、講師数を増やすため、講師養成研修会を実施する。

平成24年度実施内容

5-6
がん検診の受診率向上運動の
実施

  がん検診の受診率向上により、病
気の早期発見早期治療につなげて
いくために、次の取り組みによる受
診率向上運動を実施する。
・体験者を講師に講演会を実施し、
地域に広める。
・巡回がん検診案内ハガキでのＰＲ
・広報ひろさきでのＰＲ（早期発見の
必要性や検診料自己負担額が低額
であること等）
・事業所検診の実態調査及びがん
検診の同時受診の調整検討

　平成24年度は、巡回がん検診案内ハガキの配布や広報での啓発、及び事業所等検診と市のがん検診同
時受診の実施については全て実施したことから、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　検診案内ハガキ配布数は目標値を達成しているが、受診率が＋4.0ﾎﾟｲﾝﾄの目標に対し＋1.2ﾎﾟｲﾝﾄと目標
値を大きく下回ったことから、「遅れている」と評価した。

目標

がん検診受診率　24.1％（対H21実績比+5%）
+1.5ﾎﾟｲﾝﾄ（Ｈ22）、+3.0ﾎﾟｲﾝﾄ（Ｈ23）、+4.0ﾎﾟｲﾝﾄ（Ｈ24）、

(4)健康教育講座推進事業

　これまで、開催希望校のみで
実施してきた健康講座を、毎年、
市内小・中学校全校で開催する
事により、児童生徒が適齢期（中
学２年・小学５年）に、性に関す
る正しい知識を習得し、喫煙や
飲酒の悪影響を理解させる。併
せて、弘前市医師会等の専門医
と連携し、、HPV（※40）ワクチン
接種の重要性の啓発と、ワクチ
ン摂取率の向上を図る。

(4)健康教育講座推進事業

　小学校高学年については喫煙や飲酒について、中学校2年生については性に関する正しい知識につい
ての講座を市内全小・中学校で実施したことから、「工程表どおりに実施済み」と評価した。

　目標を市内全小・中学校で実施としており、目標どおり実施したことから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

中学校健康教育講座　16校（全校）

小学校健康教育講座　37校（全校）

決算額

平成24年度実施内容
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No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

97.0% 99.4% 100.0%

事務事業名 0 0 0

今後の課題

No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

－ － －

56 56

事務事業名 0 0 0

今後の課題

5-7

【参考】確保できている実施箇所数　56か所

決算額

集団予防接種事業 　有事の際に、速やかに接種できるよう体制の整備を図っていく。

平成24年度実施内容

5-8
インフルエンザなど児童の集団
予防接種制度の検討

　インフルエンザなど児童の集団予
防接種制度について、次のとおり導
入に向けた検討を進める。
・市民の意向の現状把握
・保護者、学校、医療機関との協議
・集団接種を実施する種類の特定
・実施手続
①協力医師の選定
②集団接種の会場の選定
③ワクチンの手配
④機械器具・救急薬品の準備
⑤市民への周知
⑥職員の派遣　など

　平成24年度は、新型インフルエンザは発生していないことから臨時接種はなかったが、臨時接種場所は
前年に引き続き確保できているため、「工程表どおり実施済み」と評価した。

　平成24年度は、新型インフルエンザは発生していないことから臨時接種はなかったが、臨時接種場所は
前年に引き続き確保できている。また、弘前市新型インフルエンザ等対策本部条例を制定したことから「目
標を達成済み」と評価した。

目標

臨時接種場所　56か所

受動喫煙による健康被害を防ぐ
ため、公共的施設での分煙と喫
煙規制を強化

　受動喫煙による健康被害を防
止するために、次の取り組みを
行う。
・市の施設における受動喫煙対
策の強化及び実施状況の公表
を行う。（分煙施設における効果
的分煙または禁煙の推進）
・民間が所有する公共的施設に
対する受動喫煙防止対策(事業
所訪問)を県と連携して行う。
・空気クリーン施設情報につい
て、県ホームページへリンクを張
る。

　市の施設を対象とした禁煙、分煙対策の状況調査を行い、調査結果を公表したほか、県と連携して民間
事業所訪問を行った。また、空気クリーン施設について情報提供（県のホームページへリンクを張る）をし
た。計画していた事業については全て実施したことから、「工程表どおりに実施済み」と評価した。

　目標は、「公共施設における禁煙、効果の高い分煙の施設の割合100%（H25）」としており、平成24年度は
100％となったことから、「目標を達成済み」と評価した。

目標

公共施設における受動喫煙防止対策実施施設の割合 100%(H25)
　98%(H23)  99%(H24)

決算額

受動喫煙防止対策進事業
　受動喫煙について、敷地内禁煙を実施する施設の増加に向けて各施設の対策強化のために働きかけて
いく。

平成24年度実施内容
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No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

A

達成率

Ｂ

H22 H23 H24 H25

－ － 26

事務事業名 0 0 1,380

今後の課題

No. 項目 実施内容 自己評価

進捗率

A

達成率

A

H22 H23 H24 H25

- - -

- 1,255 1,406

事務事業名 0 （再1,191） （再112）

今後の課題

出張センター事業参加者数 1,000人/年

決算額

子育て支援センター運営事業 　実際に事業を実施してから課題が見えてくるものと考えられる。

　２０施設への派遣計画だが、現在派遣申出施設は１２施設となっており派遣事業への理解を進めて派遣施設を増やす
こと及び事業効果を高めるために相談員、市、派遣施設の３者による懇談の場等の設置が必要である。

平成24年度実施内容

5-10

地域における高齢者と子どもの
交流活動の促進（子育て支援セ
ンターで実施）

No.4-(1)-4「子育て支援センター
の整備（高齢者と子どもの交流
や集いの広場、地産地消食育レ
ストラン、地域子育てサポーター
〈高齢者による夜間休日保育ボ
ランティア〉配置、ｅｔｃ）」の実施
内容を再掲

　子育て環境の充実のため、子
育て支援センターの取り組みを
次のとおり行う。
(1)新規子育て支援センターの
設置
　街中の高齢者や子連れの母な
どが集まり易い場所に民間との
協働によりひろば型子育て支援
センターを新設
・事業内容
高齢者とのふれあい、食育事
業、親同士の交流　　など
(2)既設支援センターの充実
　大成なかよし会（土手町分庁
舎内）において出張センターの
開設
・事業内容
高齢者とのふれあい、食育事業
など

（１）新規子育て支援センターの設置
　駅前地区再開発ビル「HIRORO」を設置場所として決定し、設置条例、規則を制定。
　平成24年度補正予算で、設計業務を委託し、平成25年３月からは整備工事に着手するなど、平成25年7
月の供用開始に向けた準備を行った。
（２）既設支援センターの充実
　土手町分庁舎で月２～３回、出張センターを開設し、三世代交流講座として延べ２７回実施した。

  （１）、（２）の実施内容から「工程表どおりに実施済み」と評価した。

　（１）の目標「子育て支援センター設置１か所」は、平成24～25年度を設置時期としているため、達成率の
判断は次年度以降とする。
　（２）の目標「出張センター事業参加者数　1,000人/年」は実績が1,406人であったことから、「目標を達成
済み」と評価した。

目標

子育て支援センター設置 1か所

平成24年度実施内容

5-9
介護オンブズパーソンの認定に
よる介護サービス相談体制の強
化

　介護サービス相談体制の強化
を目指し、介護オンブズパーソ
ンと同様の効果が期待できる介
護相談員派遣等事業(※41)を
実施し、苦情に至る事態を未然
に防止する。

　平成24年度は、事業実施要綱の制定、相談員の選考、相談員養成研修への派遣など派遣体制を整え、
介護施設事業者に相談員の受け入れの要請を行い、平成２５年1月から派遣事業を開始したことから「工程
表どおりに実施済み」と評価した。

　相談件数（利用者からの相談・相談員の気づきなどについて施設への橋渡し）の１２０件/年は、１０件/月
の１２ヶ月で１２０件/年としたものであり、平成２５年１月から派遣を始め３か月で相談件数実績が２６件/年、
８．６件/月平均となることから「概ね順調に推移」と評価した。

目標

介護相談員相談件数 120件/年
　60件/年(H24)

決算額

介護相談員派遣等事業
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No. 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

1,378 2,419 20,537

実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

－ － 28人

－ － 27人

－ － －

今後の課題

　弘前大学との共同プロジェクトである「健康増進プロジェクト事業」をこれまでの岩木・相馬地区から、市内
全域へ拡大していくためには、地域保健の課題について専門的研究を行い、健康教養を高めるよう啓発を
行うとともに、実践的な健康づくりである「運動教室」の実技などのけん引役となる人材が必要であり、引き続
き弘前大学の協力が必要である。

平成24年度実施内容

　市民の平均寿命の延伸を図る
ため、健康づくりへの支援を行
う。

(1)(仮称)健幸ひろさき人材育成
事業
　岩木・相馬地区での弘前大学
との研究を踏まえて全市的に健
康実践教育研究を推進するため
の寄附講座を弘前大学に開設
するとともに地域・職域等を単位
とした健康づくり教室等実践活
動のリーダー育成を委託し、健
康づくりの全市的拡大を図る。

(1)(仮)健幸ひろさき人材育成事
業

　4月に弘前大学に寄附講座「地域健康増進学講座」を開設し、9月からひろさき健幸増進リーダーのリー
ダー育成講座を開始した。平成25年2月に講座が修了し、第1期ひろさき健幸増進リーダー２７名が養成さ
れた。計画していた事業については全て実施したことから、「工程表どおりに実施済み」と評価した。

　平成２４年度の目標値は、「受講者数２0人」としており、実績は２８人であったことから、「目標を達成済み」
と評価した。

目標

開設講座1講座　受講者　４0人/年　　(H24年２０人)

【参考】修了者数　30人/年

【参考】年間活動支援回数　150回

☆
5-11

健康づくり事業（健幸ひろさき創出事業）

　施策を構成する３事業について、いずれも「工程表どおり実施済み」と評価していることから、施策全体とし
ても「工程表どおり実施済み」と評価した。

　施策を構成する３事業のうち、(1)及び(2)については「目標を達成している」としており、(３)は「判断できな
い」としていることから、施策全体として「目標を達成済み」と評価した。

決算額

項目 平成24年度実施内容
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実施内容 事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

Ａ

H22 H23 H24 H25

929 809 1,016

今後の課題

事務事業名 自己評価

進捗率

Ａ

達成率

－

H22 H23 H24 H25

－

－

今後の課題

(3)健幸ポイント制度推進事業

　健康ひろさきマイレージ制度として平成２５年１月１日から実施し、応募用紙の配布を始めるとともに市民へ
の広報活動にも着手したので「工程表どおり実施済み」と評価した。

　目標値であるポイントホルダー数を、年度当初のがん検診受診者を自動登録する制度から、実施に当
たっては参考指標としている実際の参加者（申込者）に対象を変更したため、申込締切日を過ぎないと実数
を把握できないため、「判断できない」と評価した。

目標

ポイントホルダー数　30,000人

【参考】参加者数　5,000人/年

(2)弘前大学と連携した健康増進
プロジェクトの推進
　弘前大学と共同して岩木地区
をはじめ相馬地区住民を対象に
調査研究と健康実践教育に取り
組む。

(3)健幸ポイント制度の推進
　市民が自らの健康を自ら考え
行動するため、健幸ポイント制度
を創設し、がん検診など健康診
査受診や健康教室等への参加
に応じてポイントを発行し、後年
度ポイントの蓄積数に応じて、健
診の無料券などを交付する。当
初はわかりやすく、年々積算や
還元の対象事業の拡大を図る。

(2)健康増進プロジェクト推進事
業

平成24年度実施内容

　市民に提供する景品については、その一部を民間企業からの寄附でまかなうことを予定していることから、
その確保に向けた取組が大きな課題となっている。

　これまでの取り組みから、肥満、運動不足、喫煙、飲酒、過食などの健康課題が明らかとなっており、運動
教室に来ない人に働きかける有効な対策を検討する必要がある。

平成24年度実施内容

　平成23年度に引き続き対象年齢を中学生以上に拡大しスケジュールどおり実施したことから、「工程表ど
おりに実施済み」と評価した。

　目標は、「受診者数９００人」としており、平成24年度は１０１６人であったことから、「目標達成済み」と評価
した。

目標

プロジェクト受診者数　900人（Ｈ25）
  860人(H24)
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